
　南の空の冬の星座は、明るい星が多くにぎやかです。中でも、結んだリボンや砂時計のように見
えるオリオン座が目立ちます。オリオン座には２つの１等星ベテルギウスとリゲルがあります。リ
ボンの結び目にあたる「三つ星」を左下にのばすと、恒星では全天一明るい、おおいぬ座のシリウ
スが目立ちます。シリウスとこいぬ座のプロキオン、オリオン座のベテルギウスを結ぶと、冬の大
三角ができます。オリオン座の三つ星を右上にのばすと、おうし座のアルデバランや星の集まり「す
ばる」が見つかります。おうし座の北側の五角形ぎょしゃ座にはカペラが目立ち、オリオンの左上
にはふたご座のカストル、ポルックスがなかよくならんでいます。また、南の地平線が見える場所
では、りゅうこつ座のカノープスが見えるかもしれません。シリウスについで明るい恒星ですが、
大気の影響で減光されるため本来の輝きではありませんが、中国では「南極老人星」といい、ひと
め見ると寿命が延びるおめでたい星とされています。海辺などで挑戦してみましょう。
　東から北東の空には、春の星座のしし座や、ひしゃくの形の七つ星「北斗七星」が見えるように
なりました。北斗七星からは北極星を探せますよ。
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